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多磁器障害サ代謝骨栄養箭;哩,開腹手術

は じ め に

奉衰題のもとに諭ずべき問題は多岐に-わたるのである

がここでは三太栄養素の代謝と栄養管理をこついて焦点を

Lぼって考察を加えたい叩ところで多臓器障害海u氾plc

o曙汲my盈主iuFe:MO好きの契機となる困孝-としては太侵

襲の手取 多発登症外敵 豪産感染症および種 の々ショッ

クなどがあり五㌔それぞれに緋㌫して MOFの病態も

の術後遺症感染症が成因として大きな位匿を占める開腹

T裾丁を､･'1＼lL)I:･tLL!pT倒し'~､:-㌔∴ ∴冒し駆封机i汗~､＼1川:

症例における代謝中栄養管理の実態と問題点をこd乱､て述

べる.

また,MOF時の代謝変動を把握するための基礎的デ-

タを得る目的で行われた著者らの窯験成練をこついても緒

告したいI

I.臨床的検討

胃藤全摘術緩さ全摘術後の MOy発盤の頻度を検討

Lた.良確OWの診断基準は望鉦 玉熊ら2jのものを一部

改変して都 濃 (寮 鋸.眺膵 症例の桝こ著しい高ヒ

リルビソ血症を豊しながら)血清害､ラソスアミナ-ゼの上

界がごく軽度にとどまり,剖検所見で肝内胆汁う-潤

(inもァ訊hePaもiC油壷st組扇扇 を主体とした病変が認め㌢)

れた症例が数例経験されたため 機 述する図 3の症例

はこのうちの豆例である.)ず血清トラソスアミ十一-ゼ値

の上界の着額にかかわらず血清ビリルビン値 3m搭潮

以上が5m閣以上継続するものを肝障害の基準に加えたI

肝内胆汁うっ滞をこは薬師こよるもの平ウイルス性のもの

などが従来よりよく知られている9番く既はyら3日こよ

り憂症感染をこよる薦垣が報告され,最近 抱ummら郎は

感染をこよって出現する直接ビリルビン優位の黄疫を

･･t-;i(.tt-一雨l(lhいlL､I'lこ1示‥ リ呼称仁L'∴､左 :Lた_1品離､

Uも親 ら5さのエソドトキシンをこよる毛細雛を管の胆汁酸非

依存分画の抑紬こ関する報告も墓症感染症捌草う高ビリ

ルビソ血症の成因との関連で興味深い.肝だ覗捜汁うっ滞

は MOF時とくに S離 立eMOF時における肝障害のひ
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表 1 11川/し1､..雄吊.i+,攣1-･し辛:Tl･口紅.･:-･}!_･宜 しy(ll:､

ビリル ビン>3m鍔/C3.厳かつ

(汁汀,(=ーT十川り中位

肝 または

ビu.ルピソ> 3m好/dG,

連続 5日封習護最上

肺 *呼吸.:符による呼吸補助の必牽性
以上呼吸補助を愛 した ものの うち､臨床

所見等で総合判定 したく.-,)

丹 血清尿素.肇素 描護LTN)>50m鰐/d威
か㌦二㌦ クレアチエVr≫3m欝,/ld.藍

消 化 管 汁 .十冊.亘項目廿 隼骨埴十十十十十
川面

循環器系
∴＼il~伸上粍 -調性 上付十

(＼11-狛 IT吊I,い ▲ト̀畑旺

上 皇_L!臓器昔.宮上 卜,}∵＼1(‖/十ト＼

とつの タ〆仁ダと考えられる争蔑 翌は腎悪鰹経脇に利す

る腎亜全摘術および全摘術襖の M招肝 の発生頻度をみ

たも齢である.腎亜全摘例に比-胃全摘例の術後臣こM揖即

発敦が多くあられや手術援襲m大きさも MC群 発J影を

助逮夜するを璽デであることが郡唆される 熱傷や凝症外傷

例では細胞性声液性免疫能が低 賢一することも知られてお

り6),亜全摘例に比べ全摘例において生体防御機構の機

発生が助最きれているで雇用転性もあろう-

開腹手術後U)M榊で発生と穫々の術後蚤症感染症と

鍔澗 適については既に Fryら7)の優れた報告がある.

審 議は彼蔓)の診断基準を一部改変Lたものであるサこ

の基準をこ基づいて上記の 鼠的 F症例をこけおける重症感染

症の併存率を検討Lたセ腹腔内膿慶び〕有無の判定に開し

てこれを明確をこすることは必ず蔓Wノ頭さ容易ではないが,あ

らかじめ初回幸衛時に横隔膜下な捌こ｡ドレ-ソ綱率武さ

れている域翻 こぼ排液に混濁がみUI凍 縮歯糞語義が陽性で

あるプ蔀二㌢では濃症感染症 (+)の判定は行わず,開腹術

によるド折ト-ジヲ超穿波:rニトリfイド穿刺などをこより

懸巣病巣が確認きれたもの,反を転職三の胸水貯留 (胸膜炎)

をみるもげ)等U)諸因予を考慮して腹腔内濃癌の泰衡 こ関

~ト∵廿十･}･,T.∫･ト ー_､亘し轡.L-∴ --:＼t(lT:半打-言

有意に厳症感染症の合併率が高い 摘記鋸 ことが明らか

TL㌔...,' L表 ･卜.

窯際これらの hI豊緋一症例においては縫合巧く史をこよる

髄腔肉感痕や壊痘性胆嚢衆等をこ対する再手術が9例にお

いて評議雛31行を)かているq

'〉/湘 ~㍊畑,Hj･,i: いい :言 い叫-11了 ＼1日]/1日':瞳_

おける代謝栄養管理の笠懸を調査Lてみ薮二名愛ず術前の

代謝系合併症の無い腎全摘兼解体 砂尾部碑合併切除術症

例臣こおける術後の u商カ｢フリー｡輸液"(完全静脈栄養法 ;

時をこおける三太栄養素の投与量と肝障害または肝 尊腎障

害を包針軒る 罷職 ダ症例をこおける臓器障害が削 ぎ出そ

ろった時点で67)投与量を比較した (減 量)す非蛋白エネ

ルギー-源とも∵てはいずれの群でも主としてブドウ糖が使

用され,脂肪乳鮎 ま圭に必須脂肪酸の補給の目的で挽賢

されていたuM紛F症例では糖質著は肝不全用アミノ酸と

蔑 望 腎悪性経癌をこ封する胃切除症例での臓器不全の発生頻痩

･L<.:Ill;.I.I .i.i:'1.Ill.こHl糾Lll･.転.H｣l叶
i.I.F＼1日 tllL'~ヽ吾L巨1二畔上

(盟)翠-級審不全の発教頻度

し ､1:胸骨縦LJj.開胸*:解体尾部*碑が合併切除される場合が多い
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衷 詔 術 後 豪産 感 磯 症 の 診 断 基 準

(FTy ら7)に よ る もの を ｡部 改 変 )

3. 発 熱 (語8℃最 上 )連 続 5 日間

望｡*ドレナ---ジを 牽す る腹 腔 内 膿 痴 奮闘 豊膿 胸 の 存

在

3. 何 らか の 感 染 病 巣 に 対 ず る再 手 術

1. 動 据 血丹 花陽 什

5. 感 染 病 巣 の 存 在 官で の 慌 血 経 等 碍 シ ョ ーソタ症 状

潤 招こト fl nit)li(､sh(吋k:L

6. 気 管 切 開 や 呼 吸 補 助 を 要 ず る豪 産 肺 衆, 塵 症 の

腺 衆 な ど

級仁 上記 の 且N-6.の いず れ か 1磯 削 浅 慮=,看 す る もの ｡,

七日 *ぁ どっか じめ ドレ--ソが挿 入 され て い る場 合 a〕縫

合 不全 な どをこ伴 う髄 腔 内腰 癌 に つ い て は ､縮 薗

培 養 陽 性 の み な らず 民地 O や 造 影 等 をこよ る 明

らか な濃 痴 腔 の 存 在 や 反 応 性 の 胸 水 貯 留 や 畿篤

な 臨 床 症 状 を伴 うもの の み を農 産 感 激 症 トロ と

した し｡

豪 速 術 後 惑 症 感 染 症 とM O F との 関 連

- 腎悪 性 経 轟 をこ対 す る 腎 切除 症 例 -

･･バ .;plT.1.1 L< .(;1.12∴iい 裾 .t上し l外

l一一,:-_0.(1111ズ守 .机 :.I: 巨 と;

.(-);う7

50% ブ ド ウ糖 液 と を 深 倉 す る 形 で 授 与 さ れ る 症 例 も み ら

れ た 軋 む し ろ 市 販 昭 TPN 周 基 本 液 の 形 で 授 与 さ れ て

い る 磯 食 が 多 か っ た . ア ミ }酸 投 与 巌 も肝 不 全 を 包 含 す

る M Oy 群 で や や 少 な 田 で あ っ た が 3群 間 に 尭 き な ち

が い ぼ み ら れ な か っ た せ M 相野 群 の 9例 中 6例 で 肝 不 全

摺 ま た は 腎 不 全 周 の ア ミ ノ酸 製 剤 が 使 用 さ れ た . 日日-方 ,

れ て い た . こ れ は こ れ ら の 患 者 が M 相野 状 態 で あ る と

同 時 に 臨 床 的 に 塵 症 感 染 症 ~官をこあ る と 判 断 さ れ る た め ,

体 蛋 白 同 化 の 促 進 , 異 化 の 抑 制 等 を 目的 と して u栄 養 素 ア茅

と して は 優 れ て い る こ れ ら の -一般 の ア ミ ノ酸 製 剤 が 鮎 毒

さ れ た た め と 考 え にJ>れ る 叶 次 に 3群 をこお け る エ ネ ル ギ -｡

お よ び 水 分 投 撃.濃 を 比 較 して み る と (図 諾う, 対 照 群 と

＼T川 : i-Tヽ 2酢 こ､し11判 11日 用 L-._77-日 詰 ＼'､∴上 し ノ}･ :'∴ 11日 lll

症 例 闘 豊水 分 投 与 鼠 の か な り 多 い 例 も み ら れ 薮二が こ れ は

主 と して 墓 症 感 染 症 を 背 景 と Lた 肝 障 害 に 対 して 新 鮮 凍

結 血 源 が 用 い られ た た め で あ る や & 液 透 析 や 持 続 的 血 液

滅 適 法 の 施 行 をこよ り肝 昏腎 障 害 例 に 尉 して も 対 照 群 をこほ

ぼ近 い 水 分 最 が 授 与 さ れ て い た ォ 肝 障 害 を 主 体 と Lた 胃

全 摘 術 練 の 関 0野 の 症 例 を 示 す 宅図 3)セ 患 者 は 魂9歳 男

性 声 腎 原 発 性 悪 性 リ ン パ 腫 をこ対 して 腎 全 摘 兼 鰐 体 色尾 部

豚 舎併 切 除 術 が 行 わ れ た . 術 後 縫 魯 不 全 に よ る腹 腔 西 濃

癌 夕壊 癌 性 胆 嚢 顔 等 をこ∴尉 す る 再 手 術 が 繰 り返 し行 わ れ て

い る. 図 3 の 下 段 をこ泰 ざ れ る よ う にp著 しい 高 ビ リル ビ

ン血 症 を 呈 した 第 嶺粉病 V]以 降 で の 代 謝 静栄 養 管 理 をこつ い

て み る と (閲 射 ア 肝 不 全 用 ア ミ ノ 酸 象を劉 (ア ミ ノ レ パ

緋 現 僻 :発禁 警 us.漂 烹 慧 誓書警 臣1,m-"

聞｡Ff
監 国 :莞 慧髪 渓 鱗芸浩 ,

単純 q今fa):1)

10 20 308/ljd)∫

図 漫 胃切除術 後 MO野 症 例 で の 栄 養 投 等 LT㌘紺 )の実 態 ; 三 太 粟

在来 廿 高 い 15日転 f･付 目 .､｣~掩 町



.t～):キト 帖 鳥町 ､告 こ雑誌 [-1lj川uプーキ ｢臣1号 眉佃証卜t‖]

¥.声卜iH､･1外 卜 .5T.1.l. L:･,61.1?311

対 照 取 =警警祭 .鷲 慧 慧 慧 警 重宝円-"

I::.ll_i _. ･
(解体尾部欄 合併的繰 ;逮,

甲輔丁や摘 こ1)

:月干,腎碍r;=lv:(+) n-Ll
(狩岱†t藍,5;ト.堺∴川LT'柑 こ3.

単純鞘堂楓 ;預)

rl托､｣lrl†Sい

1000 2COO 3000 m l/()(,y-

図 12 胃し耶二i:..!rt3f11riM(汁､廿[町一八…･◆-宣 長 持 与 ､T l'N - /､pU 畑 r わ し

十 一,恒 汁iJj･lliこ(･trl=kきてi~付 消 ･--,∴ 頼 竹

GC)llPOD =肝腎 ドL,ナ ーi>.平壌 稚遇設術

(22POD)気管 U湖 麻

再手 前 : G)30POD ･止血47.外胆 義 挙遇投碑

(ll 40POP =CAGT僻む脈 募栓 ik7

op(力 50 68 70 80 ト.Or-

や

Te,,li,

症例:19y.0.M 159cm 70kg
診断:r博発作多発性若付リンパ櫨
手術:0 II全様兼肺体堪難市合併U]除姉

聖血 ..dd｡野藤 池彪oPO) op①

ウ▲.I .､

iMid日l
〔

-
JJ
･
･
,,～

:
.

-.･

;

I

uEi

㌫

肋
g#R

ヽ
●●●-
●

●

鞠9

●
ヽ
＼8

lI ▲■

図 3 症刊 1:廿日紺 漉 し1､IM(I)ド症例

･･･.: ,･･'t ∴

30.1 TE31!



症etL lgy.o･ M 159cmTOkR Ill.*果恨 事 発 怜 手 性 リ ンパ d
新 式 :T 全 fa* JF体 尾 部 ･耕 含 耕 Ul醸 析

11 12 13 41 45 16

肝辞書 (T･8■t:1T.ト 21.5mg/'dE)

肺 F■育(サ-ポ ベ ンチレ ーター :気 t pj開 ) 075L:･:H..r-イ二′サ ワー･/--i,ヨン

:I)こ与と)

00

00

00

0

3

つ上

l

LIJya｣U

常

が

聴

-

アミノ鞍

L氏/dayl

脂肪艶粥

Ln.I･/dayl

インスリン

三~i=･~'し1dy3

巧喝 臣 ≡ ≡ 二警 竺 覧 崇 深 欝 憲 …

富源
1∝)

領窃
0

00

伽

00

o

誠

20

1riiiiZYLIL,

W
iZI
ig;

I

TT

LET
口

iJ

柑
カ

ー

E!CAA/AAA 3.2

ratlO

3

2.8

2.6

･■｢

2

つ
▲

8

2

人ノー

ー

£
V

一
｢

2

止1.

等

洩邪事

Ai肪乳剤 293ml

しイー-ラーインス1)ン 40

図 嶺 症 例 i妄′こお け る代 謝 歯栄 養 管 理

pre lO 20 30 40 50 80 poD

図 5 症 桝 1∴ 持 !∵〕I_i(lAA∴へ^一へ r.lltioL.→推移

沼 と50% ブ ドウ糖液 が混合授与 され, イ ソス uソの併

周 をこよ り経過 中 且日録糖畳は 5監以下 とな ってい る&

凍例 をこおけ る三太栄義索投与に関す る問題点 について

考察 してみ たい小本例 は この時点で MOF 状態 で あ る

と同時をこ臨床 的をこ明 らかをこ重症感染症下 にあ ると判断 さ

れ, いわゆ る 鉢Sepもie㌍MOF 状態で あ る. この点 を考

慮 した喝 合 し'tlrrこl∴日 が捉侶十 二㌦t∵､二･,こ LIal汁 jlL

を80程度 に低 くした ア ミノ酸 を主体 と した輸液 内容 と く

に弓汁と餅 -7'ミ/酸 くbrこlnChpdLlh二･liTl;川 lin(･1血 (1:lilt.へ:rい

し''争い製剤を投/‖_て~もてに_lL:･吊 ▲.:1.qltこ川二･17.iK一㌧ Stont､r

liうらが推奨するようよ脂肪乳剤をブ ド ウ糖 に 替 わ る 非

蛋 白エネルギ一一源としてより横榛的かこ使 用 して ぼ ど うか

などの課題を掲げることが出来よう.厳 島 をここの症 例

の分枝顔アミノ酸〆芳香族アミノ酸挽 くyisheT 放 ず ま

たは BCAA/AAA 比)の全経過を示 した や 肝 障 害 が 著

しく,肝不全周の特殊アミノ酸製剤が液潤され た 時 点 で
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販の肝不全用アミノ酸製剤ではH授与凍労農が多iなる
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の甑環揖F症例の経過を示す.術後肺数を併発,ざらをこ

が行われた中経適中誤飲によると思われる心棒Ll二を楽し,

軒卜代押fトト 軌卜吉 鉦 .′･.i-:鳥目卜皿池斬1巨行

われたが,この間絶望榔¢m畳/dayの水分投をFがなされ予

輸液内容も--磯のTP紺用教本液と息望%守∴ノ酸製剤が

健潤され,腎不全周アミノ酸は利尿が関られるようになっ

た最終透析以降をこ用いられたb血液透析や持続的血液滅

適法i3)を併緒遷しながらの澤祝をこ際しては透析膜か臣｡

の栄養素の喪条の問題も十分考膚する必要がある8
it.実験的検討

LIjJIに･述べたように開腹手術後のMOFは登症感染

症や:i-ソドトキシン血症等を背景とLたいわゆる鎚S離ic"

朋扮FTである･著者らはMC押時の基本的な代謝輿常

を明6-3かにする目的でエンドトキシソ血症時の糖代謝に

関する楽駿を行った事雑報成東に大腸菌エンドトキシン
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を授与･し 対照群との問で循環系の各指標を比較し,拝覇

崎i一己(3:lll' 丁~卜.lr甜汗､Prilm､(~iL､OnStこ川Linrusi(川

法 律Cl紋日頑榊)をこよってブ ドウ糖代謝回転に関与す

る各指標を求め比較写検討 し諸二や㌘描 法の特徴は肝を

酌 むとずる内因性のブ ドウ糖藤生速度 (R汲),主として

京櫓組織でのブ ドウ糖消費速度 潤 が を単紋時間,体

登当 りで定量的をこ算出出来る薫である,まず循環系指標

の変動をみると (園 管主 エン ドトキシン (損､下,Et

と略う授与後2竣0分 愛での間,対照群C群をこ比べ 濫もが

授与 された玄群では心係数の低 ~軒がみられ,受験光は

恒･い川11･11;川IiL､StこItt､∴ (.I:I_I,;;再 ,･㍉fて〉. :し卜､際(l刊r

を中心とする内因性糖産生速度 (Rajをみると (図 即す

園の上段のようをこC群に比べE群で著 しく増加するが莱

櫓組織でのブ ドウ消費速度 潤 通うがこれ以上をこ増加す

るため窯駿東は次第に低血糖を塁するようになる･

この家柄組織でのブ ドウ糖消費をこ関 して更に詳 しく検

討するためをこ同一実験系で 邑二uJ項C〕ブ ドウウ糖の拷続投

lj-[‖ニ トlLl日工 亘湖 上. トト代新 町i:I_某躍 早 臣 ･I二醗義

ブ ドウ糖消費速度 膵 cu の変動
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酸化をこ関す る機綱 旨際 を算 経机 〆た.まずだ群予選群をこお

ける呼吸商 潤 稲) とエ ネル ギ --消 費巌 細 管曙yeXPem-

･llt"r(､二l用 1 !･･:･∵工 _二帖 榊 ,両 粁粧 一･､∴告 ∴ .甘甘量

尉 旨腰かUI最豊詑群 は C勘 こ比 べ 明 らか な hypodyrlami c

sも£兎もeであるに転かかわ らず, 両群 で 同様 のエネルギ仙

洞費巌が維持 き打 てい た く図 9上 挽 かこ whole転odyをこ

耕 するブ ドウ糖酸化速 度 潤 ox) につ いてみ る と 民野をこ

餌 ､てブ ドウ糖の酸化 の先進 す なわ ち好気 的代 謝経 路 の

活発裾 Lき芸認め 訂Jれ た 爛 漫乾き). プ い ラ糖 酸 化 に関 す る触

し''精粋 fL･:l言 ミ_. 十 ㌢いL､＼､(､t)ご汗川Itき山lL･いS上 目再:.･;粥

問をこ排出 きれ る呼気 中 史 CO2蚤 の うち ブ ドウ糖酸 化 をこ

由来す る に02巌 が 占め る割 合 を表 わす が, これ は ヱ宅群

L?∴∨(..(り frL川 1きりLI(∴ose

':ムof Rt｣ ox亘]izeLl

Et
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で対照のe群におけるよりも着意に太きな値を望 した

組織をこ取 り込まれたブ ドウ糖が酸化される割合を示すも

のである酌 これをこぼ琵群,C群閲の差は認められなかっ

た書く図息漫∴ 下段上 ブ ドウ糖消費速度 (Rd)と酸化速

度 潤ox)との相関々係をみると,いずれの群において

におけるブ ドウ糖酸化について要約すると,民も投与後

では,吊 肝での糖度生は先進するがこれを を二度わる未

納凝製織でのブ ドウ糖消費の先進が惹起され-次第に低血

糖をこm済偽るタ2)この際,未的組織では取 り込んだブ ドウ

糖 を対照群と同じ割合で好軌鳩代謝経路と嫌気的代謝経

路 とに まわ してそれぞれ代謝,処理 している,というこ

捌 こな る.畢滞ら16)は動脈血中ケ トン体比の測定成績

か に)未櫓綴織 でのエネルギ---需要を栄蔑投与によって満

た して い る 時 期 に お い て も A,1柑F 患 者環三朝二細胞 は依 然

と Lて エ ネ ル ギ --代 謝 の 抑 制 下におかれて い ると推論 し
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とブドウ糖や脂肪酸の酸化豊との関連をみたものであるを

seps豆ssだ即だが大きくなるほどブドウ糖酸化が減少し,

適をこ脂肪酸酸佃 ま増加している｡非蛋白エネルギ-澱と

してブドウ糖,脂肪酸を食め何が適切かかこついては今後

種々の観点から検討される必要があろう平MOy症例の

欝r懐所見では体蛋由は著しく消耗Lているが,体脂肪は

不変かむLろ増加Lていることもよく知られており邑7㌧

授与されたブドウ糖とり緑や過剰分が脂肪合成にまわ-｡

ている可能後転否定出来ないも

:i. 工ネ)Lギ一･･････投与量の間組

間髄について考察を加えたい.f肢を中心とL,た況O,後約

%の熱傷複号腎不全予肺水様,D臆 を併発した73才の

M仁源 患者を例にとって考えてみたい.園洞は W豆imo町

mrW･i8)による病態別必祭エネルギ---概算ノモグラ

ムである.左線 虐二にこの患者の身鼠 性別字体蚤書年齢

などから基礎エネルギ-消費農の且点を求め,右線上に

病態をこ対応する旦漁を求め両者を結び中東線との交点よ

り寒患者をこおける必要エネルギ--農を求め,この25%増

を葦適授与エネルギ川霧とすると 且960keal/ぬ y とい

う 値 が 得 ら れ る . し か し 代 謝 漁曜 装 経 に よ り 酸 素 消 費 量

を 窯 翻 し , こ れ よ り 授 与 エ ネ ル ギ -- 農 を 求 め る と

図1LI Wilm(-re,1).帆:.tr-;∴L上目i膏机 牛工-巨i
ギ-没等豊概算ノモグラム
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掠糾:T3ト(?.rJ早馬150(-nl体tlOkA
t;断:熱tJ('下甜･甘即u)0JO㌧)に掩果

tlo}:161f'1日'川､i/co7:115..ll,:nwI
RQだ-0.Tl(草加姐)

REト二766+(13.T､W)十(5日1)I(6.8xA)-839krltl/(by
REE/E3EF-129㌔
vvl1rTHl】t･L,r)/モウラムより約1570kCal/d∂

kcaLday

遇紬 こ授 与-ざ れ る こ と をニーな る B 近 年 敏 璃 鷹 番 と く をこ

LW で(,一十 投 十 日 ∴ :L-.･‖葦 J.,:3;:晶附 眉 .;lt･lヽ.汁 .<= 輔 ･ヽtト･

≡:} ㍉ 臣 棉 ■t'-十 '∴ ､十 ト∴ .付 '.HjL･_.:!勘 , 十 号 ∴ -.∴ ∴ ･

･1;tI巨 丹 木 ト :,. コ一 冊 ･も｣廿 二･'ト r･: .Ai-_了- .十 十 U JJJ

い っ そ う 揖 経 さ せ る こ と をこよ り----種 の ス ト レ ス と Lて 愛

身 に 酬 字音す る 灘)9 3き 呼 吸 予 備 健 の 低 下 し た 患 者 で は ブ

ド ウ糖 酸 柚 こよ っ て あ た ら)さ れいる だ02 免 荷 な ど を 介 し

て 呼 吸 障 害 を 助 長 す る 害をき), な ど 綱 旨摘 さ れ て い る , M OF

分 検 討 を 加 え る 必 要 が あ ろ う.

LI. MOF 患 者 に お け る 代 謝 ･栄 養 管 理

- 将 来 の 展 望 ---

既 をこ述 べ た 如 く苛 動 脈 血 中 ケ トソ 体 比 の 分 析 で 肝 は 外

か ら 十 労 農 の 栄 養 素 が 投 与 き れ て い る をこ も か か わ ら ず エ

ネ ル ギ - 欠 乏 状 態 に お か れ て い る こ と , 関 こぼ 患 者 の 剖

検 で 筋 蛋 白 の 著 しい 消 耗 が 認 め ら れ る こ と な ど は T㌘錯

卵 形 で 投 ki･さ れ た 栄 養 素 が 適 切 な 細 胞 内 代 謝 を 受 け て い

な い こ と を 示 瞭 す る も の で あ る . 寒 来 栄 養 輸 液 は 外 か ら

の 栄 養 素 の 投 与 を 介 して 細 胞 内 代 謝 の 改 善 を ぼ か ろ う と

表 .-) 車 町 しきH U 七十 ㌢斗 Ill(､tこiIM li(､S哩 t-川･t:

l:il･来 場 望 ∵＼＼1ilTll(_lrt.. ll.＼＼∴ ご1 .i rH

I;u=H･い りtI＼It-I;ll)りIi(I.iul叩 (_)rt in L1riti(lこ川 .r 川

))こItいnt

l･ ∴＼lttlring Tll(_､tこIl,I,liL･rL､叩 日日St､I..O i,rltiL･こlll.r ill

tl) r11ini=li/,t､i):ltitlnt トtrt､SS.

Lqli(ll)r;ll tll目し､k. hH )(lthtlrm iこ1. h̀･uLTS.

Llt(､･1

1!･ tTトし､いr titl州 ､叩 げ iri'､l川 tri州 tS tt,州 川 L】m き汁

m … ､7･;ll)ilh 叩 :tlr :Hltl rいg=ltlrこlti川 1 t'r

(ii六川 付 (i りrhTllこlド･

;ち. :ldI山 nin 7･;ltiいn り( .Lrrり＼＼･th t､こl(､1日rS tO

m こlrI… 】11- im l-r(けい 血 lL巾 ､iL.日､‖(､1･吊

tllt,nutri(111t.i.

･(Hr. ll二両 1i車 TllこIl(;r()＼＼･th ド;I(Ltt)r.

'l 'け ;川 Sil''rnlin.e'(;I.州 ＼･th I/Il(､t川･. t､ttl∴)

す る も の で あ る が , M OF Fで は 単 に 栄 養 素 の 供 給 だ げ

で は こ の 巨頭的 を 達 成 す る こ と が 難 しい と 私 言 え よ う.

近 年 予 投 を さ れ た 栄 養 素 が 細 胞 内 で よ り有 効 をこ代 謝 †

利 尿遷さ れ る ぺ く生 体 制 約 代 謝 系 を 各 橡 薬 剤 , ホ ル そ ソ 等

で 積 極 的 をご1調 節 L よ う と い う試 み 転 な さ れ つ つ あ る . 餐

議 は W i旦m o㌘e に よ る も の 2蔓)で あ る が 筆 意 鳳 敷 者 に 尉

す る 低 体 温 , 硬 膜 外 プ ロ ソタ の 応 鳳 治 療 の 対 象 と す る

各 臓 器 673機 能 維 持 , 政 務 お よ び 嘗野生 をiy:"さ ら をこ適 した 栄 養

刺 :川..Ll･:川 .qI)什 il､i= 川 tri州 t.トー '̀､牒 托 . 写 種 ･-'､柚 ′十 十

/レモ ン の 使 用 な ど が 揚 げ ら れ て い る . こ れ ら に つ い て も
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